
                   
 

 

 

 

 

 

 
岸田政権は昨年末、「国家安全保障戦略」を閣議決定し、防衛費を 5 年間でＧＤＰ比 2％に増額

する大軍備拡張にのりだしました。ことしは、長射程の巡航ミサイルなど他国を攻撃する軍事装

備の予算化を行い、歴代の政府が掲げてきた「専守防衛」から「敵基地攻撃能力」を保有する国

への大転換をはかろうとしています。あきらかな憲法違反です。私たちはこの動きをやめさせる

ため、国会への請願署名運動にとりくむことにしました。ぜひ、ご協力をお願いいたします。 

 

【 ♪ チャットで９条 ♪ ＝太郎さん＆二郎さんの憲法対談＝ 】                                     

太郎「４３兆円ものカネを使って大軍拡をしようとしているね」  

二郎「安全保障環境が変わったというのが理由だ」 

太郎「中国や北朝鮮やロシアから攻められるかもしれないと云っているね」 

二郎「三国とも理由もなく攻めてくることはないよ」 

太郎「たしかに、ウクライナ侵略はロシアが絶対に悪いけど、ロシアを標的とした軍事同盟 

ＮＡＴＯの拡大など背景には 30年の経過があるからね」 

二郎「中国との関係は 50年前の日中国交正常化協定時に立ち返って、尖閣は棚上げ､中国は一つ 

   ということをお互いに再確認すれば当面の行き違いは解決できると思う」 

太郎「北朝鮮のミサイル発射の目的はアメリカへのアピールで、日本が標的でないことはマスコ 

   ミも一致して報じているしね」 

二郎「ロシアとは、ウクライナ侵攻後に、日ロで共同地下資源開発事業の実施に調印したね」 

太郎「ということは、どこからも攻めてくるような環境はないということだ」 

二郎「『朝日』の 2月 3日の朝刊のオピニオン欄で、林吉永さんという自衛隊ＯＢが『今が最大 

の危機であるという認識はつくられたものだ』と云っているけど、その通りだと思うよ」 

太郎「結局、3つの国を口実に、軍事力を拡大し、アメリカがすすめている、軍事ブロックづく 

りを,一緒にやろうということだね」 

二郎「2015年につくった集団的自衛権行使容認の戦争法を具体化しようということだと思う」 

太郎「それと、アメリカの莫大な武器の押し売りを受けようということだ」 

二郎「紛争の解決は外交で、憲法 9 条がその力の源泉だ。いまこそ 9 条を守る声を大きくしよう、   

ということだね」 

 

 

東京海上日動９条の会 
世話人：牧野 光延  池田 京子  浅見 銃造  増田 勝男 
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平和､いのち､くらしを壊す大軍拡､大増税

に反対する請願署名にご協力ください 

大軍拡、大増税反対 

署名特集号 

東京海上日動  

９条の会会報 

2023 年春季号 

 

【お願い】 署名用紙と返信用封筒を同封いたします。皆様の周りの方にも拡げ

てくださるようよろしくお願いいたします。なお、返信に要する切手代は、誠

に恐縮ですがカンパにてご負担いただきますよう重ねてお願い申し上げます。 


